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発話における非流暢性 と言語発達

―一文献的考察―一

Language Acquisition and Speech]Disfluency

in Children:AL Review of Research Findings

伊 藤 友 彦

Tomohiko ITo

(昭和 60年 10月 11日 受理)

I  は じ ど)に

幼児期における発話の非流暢性を言語発達との関連で検討することは,言語発達の一側面と

しての発話の流暢性の獲得過程を知るうえで重要な情報を提供してくれるのみならず,流暢性

の障害としての吃音の発生機序解明の手がかりを与えてくれるものと思われる。しかし,発話

の非流暢性と言語発達との関係の研究は,その意義の重要性にもかかわらず,発達心理(言語)

学の領域においても,言語病理学の領域においても,中心的な研究の一つとみなされることは

なく,こ のテーマに関する本格的な取り組みはまだ行われていない。

本論文の目的は,幼児の発話における非流暢性と言語発達との関係について,こ れまでに何

が明らかになっているかを整理し,従来の研究の問題点を明確にするとともに,今後の研究の

方向性について考察することである。

H 幼児の非流暢性 と言語発達 との関係 に関する従来の知見

幼児の発話における非流暢性は,言語病理学の領域においては,吃音の発生との関連で注目

されるよう

'こ

なった。即ち,幼児期に一般にみられる非流暢性が吃音とどのような関係にある

かという吃音の発生をめぐる理論 (Johnson:8,20 Bl。。dstein7,8,9)と の関連で問題となってきた。

そのため,幼児期に一般にみられる非流暢性に関する研究は,吃音の特徴と比較するための単

なる非流暢性の特徴の記述に終わつているものが多く,非流暢性を言語発達との関連で詳しく

検討したものは少い。一方,発達心理 (言語)学の領域においては,思考ないし発話過程との

関連で非流暢性の検討がなされてきているが:6,3つ今回は前者,すなわち言語病理学の領域で行

われてきた,非流暢性と言語発達に関する主な研究を検討の対象としてとりあげる。

1.幼児期に,般にみられる非流暢性を対象とした研究

Davis13,1の は,2歳から5歳 までの普通児62名 を対象に,自 由遊び場面における発話サンプル

を収集し, くり返しタイプの非流暢性 (「音節のくり返し」,「語のくり返し」,「旬のくり返し」)

について検討した。その中で, くり返しタイプの非流暢性と,い くつかの言語発達尺度 (発話

の長さの平均値 :Mean Length of Utterance,語 い,複文の割合など)と の関連を検討し,
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結論として,language maturityは ,く り返しタイプの非流暢性と密接に関連しているとはみな

せないとしている。しかし,Davisの研究は,① テープレコーダーによる録音がなされていな

い,② 発話サンプル数が明記されていない,③ 文と文との間に別の語句が入った場合 (例
t｀

Let's rock on the FOCking hOFSeo Timmy.Let's rock on the rocking horse.")も  「句のくり

返し」に含めるような,かなり独特のカテゴリーによっている,な ど方法論上の問題を含んで

いる。

Metrallx3"は 1歳 6カ 月から4歳 6カ 月までの幼児 207人 を6カ 月ごとに7群に分け,そ れ

ぞれの時期の話し方の特徴を記述している。それによると, くり返しタイプの非流暢性の頻度

が最も高くなるのは 3歳 6カ 月であることなどがわかる。しかし,Metrauxの この研究は単に

印象を記述したものであり,記述のし方も明示性,一般性に欠ける。また,言語発達について

もふれているが,断片的であるため非流暢性と言語発達 との関連が明確ではない。

Davis,Metrallxに よるこれら2つの研究は,い わば古典的研究であり,よ く引用されている

が,上述のように方法論上の問題がある。

1970年代になるとMllmaや Pearlら の研究が現われる。Mllma3り は 4歳の普通児を流暢群 ‐

と非流暢群 とに分け,使用する文構造を変形操作の点から比較し,流暢群の方が double‐base

transfoll.lationを 多く用いるという結果を得ている。また,Haynesら ;O Pearlら
4つの実験で

は,非流暢性が文構造の複雑さと関連 していることが示されている。

Colbumら 10'1つの研究は,幼児期に一般にみられる非流暢性を言語発達との関連で検討した

ものであり,欧米における初めての本格的研究といえる。ColblHlら 1。 は,幼児の非流暢性は,

2～ 3歳においては,そ の子にとって新しい semantic‐syntactic構造を使い始めたときに多 く

なり,使いなれると,"practice effect"に よって減少すると報告している。しかし,Colbum
らの研究の限界は対象児が 2～ 3歳に限定されている点である。

本邦においては,伊藤23～20が幼児の非流暢性を言語発達との関連で研究し始めている。幼児

の自由会話における非流暢性の経年変化 を検討 した過去の研究 (2～ 5歳 を対象 とした

Davis13,1り の報告,4～ 8歳を対象とした Haynesら 181の 報告,2～ 6歳を対象とした Bjerkan6)

の報告)は,いずれも横断的研究であり,非流暢性が特定の年齢または言語習得段階で顕著に

なるという結果は得られていない。しかし,伊藤23Dの 2～ 6歳を対象とした横断研究,3～ 6歳

までの縦断研究 (伊藤)20に よれば,幼児の非流暢性は 3～ 4歳で高 く, 5～ 6歳では減少して

いる。伊藤23,2→ はまた,2～ 4歳児と5～ 6歳児とでは非流III性 と文構造との関係が異なること

を報告している。即ち, 2～ 4歳児 (特に2～ 3歳)では,使用する文の構造 と長さが非流暢

性と密接に関係するが,5～ 6歳児ではこのような傾向がなくなるとしている。さらに,伊藤20

は実験的手法を用いて,こ の点を確認するための研究を行い,その結果, 5～ 6歳児では,統
語的複雑さが 2～ 4歳児の場合ほど直接的には非流暢性と関連しないことを明らかにした。

Colbumlつ と伊藤23～ 2りの結果から, 2～ 4歳 (特に2～ 3歳)は,使用する文構造の複雑さが

非流暢性の生起 と密接に関連していることがうかがわれるとともに,複文など複雑な構文を習

得し始める時期に非流暢性が生じやすくなる可能性が示唆される。

2.吃音と評価されるような特徴をもつ非流暢性を対象とした研究

吃音と評価されるような特徴をもつ非流暢性 (以下,吃音と略記する)と 言語発達との関係

については掘 り下げた検索はまだ行われていない。しかし,一般的な言語検査を用いた研究で
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は普通児群に比して吃音児群の成績が劣ること:8,42,45,53,57,61)吃 音児群の方に言語発達が遅れて

いる子が多く認められること,'36,50な どが報告されている。Andrewsら 5)wingate6つ は従来の文

献を概観し,こ れらの2点をかなり確かな知見として位置づけている。

しかし,吃音と言語発達との関係の重要性をはっきり認識し,その方向での研究を続けてい

る研究者は,Bloodstein,Wall,伊 藤などわずかである。以下,こ れら3名の研究の一部を簡単

に紹介する。

なお,言語発達との関連の検討そのものを意図したものではないが,吃音と言語発達との関

連についても貴重な情報が得られる報告として,Wyatt,O YaH60な どがある。国島ら3⇒の報告

は吃音を主訴とする16名を対象とした貴重な縦断的データであるが,言語発達との関連につい

ての情報がないのが惜しまれる。

BloodsteinOは ,吃音幼児 6名を対象として吃音が起こる場 (loci)を分析し,初期の吃音は

語頭音の種類,語の長さ,語の使用頻度などに直接影響されて生じるのではなく,統語構造と

の関連で生ずると述べている。Wallら 58Dは ,吃音児において吃は文の構成上,重要なつなぎめ

で生ずると報告している。Wallら 59は過去の研究を概観し,今後の研究の方向性として,吃音

の問題はlanguage and speech productionと の関連で検討すべきであると主張している。

伊藤20は吃音を主訴とする幼児一名について非流暢性の経年変化を言語発達との関連で縦断

的に検討した。その結果,対象児は複文や長文 (3文節以上文)を使用し始める時期に高い頻

度の非流暢性を示し,それらの構文がほぼ一定の割合で使用される時期になると,非流暢性は

減少し始めることが明らかになった。この結果は幼児期に一般にみられる非流暢性を対象とし

た Colburrl 11)伊藤24,2めの報告と一致している。一方,Ha112の は,言語障害児 2例の言語習得過程

に関する事例的研究から,発話の非流暢性は,普通児,言語障害児を問わず,あ る一定の言語

習得段階に達したときに顕著になるのではないかと述べている。Colburn;1)伊 藤24～20の結果は

これを支持している。

3.言語発達そのものを対象とした研究

以上 2つの節で取りあげた研究は「非流暢性と言語発達」研究において「非流暢性」にむし

ろ視点が近いものであつた。以下,「言語発達」に視点がむけられている研究をいくつか列挙す

る。

Gallagher10は ,「言い直しJの 内容が言語発達段階によって異なっていることを明らかにして

いる。この報告は, 2歳児の「言い直し」も6歳児の「言い直し」も同じ「言い直し」として,

頻度だけを問題にしてきた従来の非流暢性研究に疑間を投げかけるものである。この点で,

Gallagher10の 研究は重要な意味をもつ。また,こ の研究の特徴は言語知識の習得と語用論的能

力の発達との相互作用という点から「言い直し」の発達的変化を捉えている点にある。言語学,

心理言語学の領域の成果をふまえ,発達的視点にたった非流暢性の研究としての意義もまた大

きい。また,Gallagherら
10は 「言い直し」を普通児と言語障害児とでlL較し,「言い直し」の

頻度自体は言語障害児においても高かつたが,その内容が普通児とは異なっていたと報告して

いる。Gallgherlつはさらに,実験的研究によって得られた「言い直し」についての知見が自然な

会話場面にもあてはまるかどうかについての検討も行つている。

Kramer,の Scott40は ,子 どもは既に2歳から,聞き手の反応に対して敏感であり,そ の必要

があると判断した場合は,言い直すことによって会話を続けようと努力する傾向があることを
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明らかにしている。Tbmasello50の 結果は,2歳児は既に familiarityの違う相手に対しては言

い直しにより情報内容を変えられることを示している。この種の報告としては他にSchereF

ら10 WilCOX6の らのものがある。これらは「言い直し」「 くり返し」「挿入」などを幼児の語用論

的側面の発達との関連で検討したものであるが,蓮見ら2つ は,こ とばの反復をピアジェの発達理

論との関連で検討している。

以上,幼児の発話における非流暢性と言語発達との関係に関する従来の知見を概観した。報

告の数自体が少いこと,全ての知見が広 く確認されているわけではないことから,こ れまでの

知見を要約することは無理であるが,研究の流れについては,次のようにまとめることができ

よう。

つまり,非流暢性と言語発達に関する 1950年代までの研究は,吃音研究の下位領域の一つと

しての位置づけしかなく,言語発達との関係について本格的に取 り組んだものは少い。しかし,

1970年代以降になると,言語学,心理言語学の領域の知見をふまえた非流暢性研究が増加しつ

つある。

今後,統語論,語用論という言語学的ワク組みからの非流暢性研究がさらに必要であろう。

また,こ れまで試られていないテーマの一つとして,linguistic awareneSsな いしmetalinguis日

tic abil■iesの発達と非流暢性との関係の研究も興味深いと思われる。言語学,心理言語学的ワ

ク組みによる非流暢性研究が,逆に,非流暢性を手がかりとした言語学的レベルの検索として,

言語学,心理言語学そのものの領域に貴重な情報を提供することも十分考えられる。

Ⅲ 従来の研究の問題点

非流暢性と言語発達との1関係に関する従来の研究における問題点の第一は,両者の関連性を

指摘する研究者が多いにもかかわらず,研究の数そのものが少ないことである。 2番目の問題

は,1番目の問題 とも関係するが,信頼しうる no..1lat市 eデータの蓄積がないという点である。

その結果,信頼性に疑間があるデータが,あたかもそれが非流暢性と言語発達に関する代表的

なデータであるかのような扱いを受け,吃音に関する教科書的な文献に引用されている場合が

少 くない。Davis;3,10 Metraux3"の データがその典型的な例である計'6幼

第 3番 目は用語の問題である。JohnsOn28,2"以 来j「吃音」,「正常な非流暢性」 (nOrmal

non■uency)と いう用語が盛んに用いられている。これらの用語は,あたかも幼児期の非流暢

性には性質の異なる2種類の非流暢性があることが自明であるかのような印象を与える。実際

は,幼児期の非流暢性をこのように二分することが妥当であるのかどうか,実証されていない

のが現実である。Riper,の 内須川5めが指摘しているように,従来9吃音というカテゴリーに入れ

られた群も,い くつかのグループに分けられそうであるし,S市e..1lan,E.M.の 一連の研究45～ 5幼

からは,「正常な非流暢性」には個人差が大きく,条件によってもかなり変動しやすいなど,一
般に考えられているほど単純なものではないことが明らかになってきている。さらに,吃音の

定義をめぐっては,Wingate,3～ 6つ Adamsl,2,め のように,非流暢性の特徴から吃音を規定しよう

とする立場,Riper'° Williams62Dの ように,非流暢性の特徴よりも心理的反応面を重視する立

場がある,な どのことを考えあわせると,幼児の非流暢性研究は,も っと原初的なところから,

つまり,「吃音」,「正常な非流暢性」というワクに捉われることなく,現象自体を観察するとこ

ろからスタートしなければならないのではないかと思われる。その意味で,こ れらの用語は安

易に使われすぎたきらいがある。
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第 4番目の問題点は,従来の研究の多くが非流暢性を十把一からげ的に扱い,かつ,各タイ

プの非流暢性がもつ意味が発達段階によって異なる可能性を無視して,頻度のみを問題にする

傾向があった点である。前述のように,Gallagherlめ の結果は,「言い直し」の内容が発達段階に

よって異なっていることを示唆している。このことは,「言い直し」以外のタイプの非流暢性に

も同様の現象,即ち,発達段階によつて,そ の内容が異なる可能性を示唆している。Myersら 3"

も指摘するように,JohnSOn27-2"以 来のカテゴリーを用いて,単にその種類と頻度だけを問題に

する研究からは言語発達の一側面としての非流暢性の発達について有意義な知見は得られない

ことがうかがわれる。

Ⅳ 今後 の研究の方向性 について

以下では,「流暢性の発達」自体を目的とした研究が必要であることを述べる。

従来の「非流暢性と言語発達」研究は,主に吃音研究のための一つの手段 としてなされてき

ており,こ のテーマ自体が独自の研究領域を形成してはいなかった。研究数が少なかつた理由

の一つはこの点にあると思われる。しかし,近年,幼児は流暢性を獲得していくという発想 ,

流暢性の発達ないし獲得という概念が定着しつつあり,「流暢性の発達」というテーマそのもの

が独立した研究領域 となりうる準備が整いつつある。

Daltonら 1"の 著書には,“The development of■uency in children"と いう一節があり,村

田4のの著書「幼稚園期の言語発達」には,「 自己編集と話の停滞」という節が設けてある。Wil…

littns(笹沼他訳)°
つには,「話すことを学んでいるとみなされる幼児」,「話すことを学び終えた

とみなされるとき」,な どの記述がみられる。Adamsl'2)に も
は
child's acquistion of nol■ 1■ al

fluency pattems"や,"child's development of normal fluency"と いう表現がある。同様の表

現は,伊藤:"大橋:の Wal150に も認められる。

しかし,上述の Daltonlaの “The development of fluency in children"の 節の内容には,流

暢性そのものに直接関係したデーターは皆無であり,ご く一般的な言語発達に関する知見が述

べられているにすぎない。このことに象徴されるように,「流暢性の発達」については現在まで,

その実質的内容がほとんどわかつていない。

「流暢性の発達」研究の最終的な目標は,流暢性の発達過程を記述し,かつ,その背景にあ

るメカニズムを理論的に説明することである。。その際,研究の基本的立場としては万人共通の

発話システムがあること,その習得,確立の仕方に普遍的なものがあるということを前提 とし,

この発話システムの内容,及び形成過程について検討するという方向にむかっての研究が必要

であると思われる。しかし,研究の蓄積自体が乏しいという現実をふまえ,当面は,こ のワク

にあまり捉われることなく,「流暢性の発達」という概念に,よ り明示的で実質的な内容をもた

せるための幅広い研究の積み重ねが必要であろう。Colbum;0'11)伊藤22～20は
,こ のような方向に

むけての研究を開始している。

V ま と め

幼児の発話における非流暢性と言語発達との関係に関する,主 として言語病理学の領域にお

いて行われた文献を整理・検討し,以下の知見を得た。

1)従来の,非流暢性と言語発達との関連に関する研究は,I吃音研究の下位領域としてしか

みなされなかったこともあつて,文献数自体が少ない。
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2)非流暢性の特徴に視点がおかれているものが多いということとも関連するが,言語発達

との関係について掘り下げた研究が少ない。

3)近年,言語学,心理言語学の領域の成果をふまえた,む しろ言語発達そのものに視点を

あてた研究が行われはじめている。

4)従来の研究の問題点としては,① 信頼しうるn01.1lativeデ ータの蓄積がない,② 「吃

音」と「正常な非暢性」という三分法が安易に用いられている,な どの点がある。

上記の結果をふまえ,今後の「非流暢性と言語発達」研究の方向性について考察を加えた。
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